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(57)【要約】
【課題】キャビネットの設置工事に際して、天板の高さ
調整のために配管を隠す配管カバーを利用し、レベルを
調整するための木端を用意及びその長さ調整を不要とし
、しかも、収納部が床から離れた位置に設けられ、下方
に空間が形成されている場合であっても、配管カバーで
配管類を隠して見栄えを良くする。
【解決手段】キャビネット１は、水槽６を備えた天板７
と、天板７の両端部に取付けられた側板８と、天板７の
下方に設けられた収納部９と、収納部９の側方に設けら
れた空間部１０と、収納部９の下方に設けられた配管類
５と、配管類５を隠すための配管カバー１５と、を備え
、配管カバー１５の上端１８が、収納部９の下端２１と
略同一の高さ位置となるように設定されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水槽を備えた天板と、天板の両端部に取付けられた側板と、天板の下方に設けられた収
納部と、収納部の側方に設けられた空間部と、収納部の下方に設けられた配管類と、配管
類を隠すための配管カバーと、を備え、配管カバーの上端が、収納部の下端と略同一の高
さ位置となるように設定されていることを特徴とするキャビネット。
【請求項２】
　請求項１に記載のキャビネットであって、配管カバーは、平面視で、正面部と正面部の
両端から延びる２つの側面部を備えたコの字型に形成されていることを特徴とするキャビ
ネット。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のキャビネットであって、配管カバーを収納部の下方に仮置き
した状態で天板が水平となるように設置場所の壁面に固定し、その次に配管類を接続し、
最後に配管カバーを設置することを特徴とするキャビネット。
【請求項４】
　請求項３に記載のキャビネットであって、配管カバーを収納部の下方に仮置きした状態
で収納部の下方と配管カバーとの間に高さ調整部材としてのスペーサを挿入することを特
徴とするキャビネット。
【請求項５】
　請求項３に記載のキャビネットであって、配管カバーは、高さ調整のためのアジャスタ
を備えており、配管カバーを収納部の下方に仮置きした状態でアジャスタを調整すること
を特徴とするキャビネット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、キャビネットに関し、特に、天板の下方に空間部を備えた洗面化粧台等とし
て使用されるキャビネットに関する。　
【背景技術】
【０００２】
　洗面化粧台等に使用されるキャビネットは、水槽を備えた天板と、天板の両端部に取付
けられた側板と、天板の下方に設けられた収納部とを備えている。近年は、洗面化粧台で
化粧や肌ケア等を行うユーザーが増えている。
【０００３】
　限られたスペースである洗面室を有効に活用するために、図７（ａ）に従来例を示すよ
うに、洗面化粧台のようなキャビネット５０において、天板５１の下側に、収納部５２を
間口方向の一方側に寄せて設け、収納部５２の側方に使用者が椅子に座った状態で脚を入
れることが可能な空間部５３を設けた構成に対するニーズがある。従来、天板の下方に空
間部を備えたキャビネットは、公知である（例えば、特許文献１、２参照）。
【０００４】
　ところで、上記のように収納部５２を備えたキャビネット５０の設置工事をする場合は
、通常、天板５１に左右の側板５４を固定してから、天板５１の奥側の面（後面）を建物
の構造壁に、断面Ｌ型の固定金具５５で固定して取付ける作業が行われる。
【０００５】
　しかしながら、上記のように、収納部５２の側方に空間部５３を設けたキャビネット５
０の場合は、設置工事の際に、図７（ｂ）の２点鎖線（想像線）に示すように、天板５１
の下側に設けた収納部５３の重みで天板５１が下方に撓む場合があり、そのまま、建物の
構造壁の壁面に固定して取付けると、天板５１が撓んだ状態で設置されてしまう。
【０００６】
　このように天板５１が撓んだ状態で設置されることを防止するために、従来は、設置工
事の際に、図７（ｃ）に示すように、設置工事の現場で、木端（支え棒）５６で天板５１
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を下から仮支えして、天板５１を所望の高さに調整し、撓みのない水平な状態として、天
板５１及び左右の側板５５を建物の構造壁の壁面に固定金具５５で固定して取付けること
が行われている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】実開昭６１－１９２７８５号公報
【特許文献２】実開平１－９２８８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記のとおり従来行われている、木端５６で天板５１を下から仮支えして、天板５１を
所望の高さを調整する手段は、設置現場に予めこのような木端５６を持ち込んだり、設置
現場で適切な木端５６を見つけて利用しなくてはならない。
【０００９】
　また、木端５６が用意できても、天板５１のレベル（高さ）を調整するために、まず木
端５６の長さを数ミリ単位で切断して調整しなくてはならない等、調整の為に必要な木端
５６自体の準備作業に手間がかかる。特に、設置場所の床５７自体が場所によって高低が
ある等、必ずしも平坦ではなく、水平ではない場合には、設置場所の領域に対応するよう
に、木端の長さを調整する必要がある。
【００１０】
　ところで、水槽へ接続する給水配管、排水配管、給湯配管等の配管類は、従来は、キャ
ビネット内を通して、床に設けた給水管及び排水口等に接続しており、収納部が床から離
れた位置に設けられ、下方に空間が形成されている場合には配管類が露出して見えてしま
い、見栄えは必ずしも良いとは言えない。
【００１１】
　本発明は、上記従来のキャビネットの設置工事における、水平保持の問題を解決するこ
とを目的とするものであり、併せて、収納部が床から離れた位置に設けられ、下方に空間
が形成されている場合に配管類が露出して見えてしまうという問題も解決することを目的
とするものである。
【００１２】
　即ち、本発明は、キャビネットの設置工事に際して、水平保持のために、配管を隠す配
管カバーを利用することで、特別に水平保持をするための木端を用意する必要をなくし、
しかも木端自体の長さを調整する等の煩わしさを解消することが可能なキャビネットを実
現することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は上記課題を解決するために、水槽を備えた天板と、天板の両端部に取付けられ
た側板と、天板の下方に設けられた収納部と、収納部の側方に設けられた空間部と、収納
部の下方に設けられた配管類と、配管類を隠すための配管カバーと、を備え、配管カバー
の上端が、収納部の下端と略同一の高さ位置となるように設定されていることを特徴とす
るキャビネットを提供する。
【００１４】
　配管カバーは、平面視で、正面部と正面部の両端から延びる２つの側面部を備えたコの
字型に形成されていることが好ましい。
【００１５】
　配管カバーを収納部の下方に仮置きした状態で天板が水平となるように設置場所の壁面
に固定し、その次に配管類を接続し、最後に配管カバーを設置することが好ましい。
【００１６】
　配管カバーを収納部の下方に仮置きした状態で収納部の下方と配管カバーとの間に高さ
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調整部材としてのスペーサを挿入することが好ましい。
【００１７】
　配管カバーは、高さ調整のためのアジャスタを備えており、配管カバーを収納部の下方
に仮置きした状態でアジャスタを調整することが好ましい。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は、配管を隠す配管カバーを利用することで、天板の高さ調整及び水平保持をす
るための木端を用意する必要がなくなり、しかもその長さを調整する等の煩わしさを解消
するとともに、収納部が床から離れた位置に設けられ、下方に空間が形成されている場合
に配管類がむき出しに見えてしまうという問題も解消できるという、相乗的な効果が生じ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に係るキャビネットを利用したキッチンの例を示す図であり、（ａ）は斜
め前方から見た斜視図であり、（ｂ）は下方から見た斜視図である。
【図２】本発明に係るキャビネットの実施例の全体構成を説明する図であり、（ａ）は正
面図であり、（ｂ）は（ａ）のＢ－Ｂ断面図であり、（ｃ）は斜視図である。
【図３】上記実施例のキャビネットの配管カバーを説明する斜視図であり、（ａ）は配管
カバーの一例を示し、（ｂ）は配管カバーの別の例を示し、（ｃ）、（ｄ）は（ｂ）に示
す配管カバーの角部に取付ける角当て片を説明する図であり、（ｃ）は上方から見た図で
あり、（ｄ）は下方から見た図である。
【図４】上記実施例のキャビネットの作用を説明する図であり、（ａ）はキャビネットの
設置工事の状態を示す正面図であり、（ｂ）、（ｃ）は配管カバー及びスペーサを示す斜
視図である。
【図５】上記実施例のキャビネットの作用を説明する図であり、（ａ）はキャビネットの
設置工事の際に高さを調整する作業を説明する斜視図であり、（ｂ）は同じく高さを調整
する作業を説明する別の方向から見た斜視図である。
【図６】配管カバーの別の構成を示す図であり、（ａ）はこの配管カバーを使用したキャ
ビネットの設置工事の状態を示す正面図であり、（ｂ）はこの配管カバーに取付けられた
アジャスタを説明する図である。
【図７】従来例を説明する図であり、（ａ）、（ｂ）は従来例の問題を説明する正面図で
あり、（ｃ）は従来例におけるキャビネットの設置工事の際に高さを調整する作業を説明
する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明に係るキャビネットを実施するための形態を実施例に基づき図面を参照して、以
下説明する。なお、本明細書における「左右」は、キャビネットを使用する際に正面側か
ら見た「左右」であり、「前」及び「後」は同様に正面側から見て「手前側」及び「奥側
」である。
【実施例】
【００２１】
　本発明に係るキャビネットの実施例を図１～６において説明する。この実施例のキャビ
ネット１をキッチン２に適用した全体構成を図１に示し、引出しや開閉扉等を外したキャ
ビネットの全体構成を図２に示す。キッチン２は、図１に示すように、キャビネット１と
壁掛け戸棚３とを備えている。
【００２２】
　キャビネット１は、図１（ａ）、（ｂ）、図２（ａ）、（ｃ）に示すように、水槽６を
備えた天板７と、天板７の両端部に取付けられた左右の側板８と、天板７の下方に設けら
れた収納部９と、収納部９の側方（本実施例では、キャビネット１の間口方向の左側方）
に設けられた空間部１０と、収納部９の奥側に設けられた配管類５（図２（ｂ）参照）と
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、配管類５を隠すための配管カバー１５と、を備えている。
【００２３】
　天板７は、その下方に設けられた収納部９とその両端部に取付けられた左右の側板８と
ともに、設置される建屋の構造壁３７の壁面に、天板７の後面を固定して取付けられる。
【００２４】
　収納部９は、頂面が天板７の下面に固定された左右の側壁１１と、左右の側壁１１の下
面に固定された底壁１２を備えている。収納部９は、実際は、図１（ａ）、（ｂ）に示す
ように、引出し１３が設けられているが、図２（ａ）、（ｃ）は、本発明のキャビネット
の特徴を中心に説明するために、引出し１３を外した状態を示した。なお、収納部９は、
図示はしないが、扉で開閉される構成のものでもよい。
【００２５】
　配管カバー１５は、図３（ａ）に示すように、平面視でコの字型に形成されており、正
面部１６と左右の側面部１７から形成されている。配管カバー１５は、収納部９の下方に
、図２（ａ）～（ｃ）に示すように、正面部１６を前方正面に向けて設けられており、給
水配管、排水配管、給湯配管等の配管類５を、正面部１６と左右の側面部１７で囲まれた
空間を通すことで、キャビネット１を正面側から見ても、給水配管、排水配管、給湯配管
等の配管類５が見えないように、隠すことができる。
【００２６】
　配管カバー１５の上端１８が、収納部９の下端２０と略同一の高さ位置となるように設
定されている。より詳細には、配管カバー１５の上端１８が、収納部９の下端２０より高
くならないように、略同一の高さ位置となるように設定されている。
【００２７】
　このような構成とすることによって、後記するが、キャビネット１の設置工事の際に、
配管カバー１５を、収納部９を下から支えるように仮置きして、天板７を、所定の高さに
保持された状態で、しかも下方に撓むことなく水平な状態で、構造壁３７の壁面に固定し
て取付け可能とする。また、天板７を構造壁３７の壁面に固定後、配管カバー１５を、収
納部９の下側であって、図２（ａ）～（ｃ）に示すような所定の位置に配置することが可
能となる。
【００２８】
　図３（ｂ）に示すように、配管カバー１５の正面部１６と左右の側面部１７との左右の
角部２１、２１’に、それぞれ平面視で三角形の角当て片２２を固定した構成としてもよ
い。この角当て片２２は、図３（ｃ）（ｄ）に示すように、三角形の平坦部２３とその側
縁から下方に曲げられた取付け部２４から成る。
【００２９】
　角当て片２２は、その平坦部２３を、配管カバー１５の正面部１６及び左右の側面部１
７の上面と面一にして、取付け部２４を、正面部１６及び左右の側面部１７の内面に、そ
れぞれネジ止めして取付ける。
【００３０】
　なお、図６（ａ）、（ｂ）に示すように、配管カバー１５の正面部１６及び左右の側面
部１７のそれぞれの下面に、図６（ｂ）に示すような高さ調整用アジャスタ２８を取付け
る構成としてもよい。アジャスタ２８は、調整ボルト２９を備え、調整ボルト２９の頭部
３０が床３１上に置かれる座部として機能し、調整ボルト２９によって、配管カバー１５
の高さが調整できる。
【００３１】
　空間部１０は、図２（ａ）、（ｃ）に示すように、左側板８と収納部９の左側壁１１の
間に形成され、使用者がキャビネット１の前に座った際に、足を入れることができる。空
間部１０には、左側の側板８と収納部９の左側壁１１の間に、適宜、棚板３２を架設して
取付けた構成としてもよい。
【００３２】
（作用）
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　以上の構成から成るキャビネット１の構成についてその特徴をより明確にするために、
キャビネット１の設置工事及び作用等を、以下に説明する。
【００３３】
　キャビネット１を設置する場合は、収納部９及び左右の側板８が取付けられた天板７を
、その後面３６において、設置する建屋の構造壁３７の壁面に固定して取付ける。この取
付けに際しては、図７で従来例の問題を説明したとおり、収納部９の重さによって、天板
７の撓みが生じやすいので、天板７の高さを調整し撓みのない状態で水平となるように固
定する必要がある。
【００３４】
　本発明では、キャビネット１は、配管カバー１５を図４（ａ）に示すように、収納部９
の左側の側壁１１及び底壁１２の下方に仮置きする。すると、天板７が収納部９の重さで
下方に撓もうとしても、収納部９の下面は、配管カバー１５の正面部１６及び左右の側面
部１７の上面に当接する。
【００３５】
　これによって、天板７は、下方へ撓みのない水平な状態に矯正されて正しい位置に保持
され、この状態で、天板７を、その後面３６を建屋の構造壁３７の壁面に当接し、図１（
ｂ）に示すような固定金具３８によって、下方へ撓みのない水平な状態で固定して取付け
ることができる。
【００３６】
　ここで、天板７の配置される高さを精度よく調整して、より水平になるように構造壁３
７の壁面に固定して取付ける場合は、収納部９の下方に配管カバー１５を仮置きし、さら
に天板７の高さの微調整のために、図４（ｂ）、図５（ａ）、（ｂ）に示すように、配管
カバー１５の上面と天板７の間にスペーサ４１を挿入する。
【００３７】
　このスペーサ４１は、高さ調整部材、即ちシム（高さの調整のために薄い板）として活
用するものであり、一枚の厚さは、１ｍｍ又は２ｍｍのものを使用し、１枚、又は複数枚
重ねて使用することで、天板７の高さを１ｍｍ又は２ｍｍ単位で微調整することができる
。
【００３８】
　スペーサ４１は、配管カバー１５の正面部１６と左側面部１７の左側の角部２１の上面
及び正面部１６と右側面部１７の右側の角部２１’の上面に、それぞれ挿入する。左側の
角部２１の上面に挿入するスペーサ４１の枚数と、右側の角部２１’の上面に挿入するス
ペーサ４１の枚数を適宜調整することで、天板７がより水平になるように、高さの微調整
が可能となる。　　
【００３９】
　なお、角部にスペーサ４１を挿入する場合には、図３（ｂ）、図４（ｃ）に示すように
、角部２１、２１’に角当て片２２が取付けられていると、その平坦部２３にスペーサ４
１を載置することができるので、挿入し易く、しかも安定して挿入されるので、より精度
の良い高さ調整をすることが可能となる。　
【００４０】
　以上のとおり、天板７の高さを調整して水平となるように配置した状態で、天板７を建
屋の構造壁３７の壁面に、固定金具３８を使用して固定して取付ける。これによって、天
板７は、水平状態で建屋の構造壁３７に固定して取付けられる。
【００４１】
　その後、配管カバー１５を、またスペーサ４１を使用した場合は、配管カバー１５とス
ペーサ４１を、天板７の高さ調整のために仮置きしていた位置から取り出す。そして、給
水配管、排水配管、給湯配管等の配管類５を、図示はしないが、蛇口及び水槽６等と床３
１に設けられた給水管及び排水口等との間に接続する。
【００４２】
　そして、配管カバー１５を、配管類５を覆いながら、図２（ｂ）に示すように構造壁３
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７の壁面に固定した左右のＬ型金具４２を左右から嵌めるようにして床３１の上に置く。
これによって、配管カバー１５は、配管類５を隠すことができ、しかも配管カバー１５は
、左右のＬ型金具４２によって左右方向にずれないように設置される。配管カバー１５の
設置は、Ｌ型金具４２に左右から嵌めるだけでもよく、Ｌ型金具４２にネジ等で固定され
るのでもよい。
【００４３】
　このキャビネット１によれば、キャビネット１に取付けられる配管類５を、配管カバー
１５によって、前方からカバーして隠して露出しないようにすることができるので、見栄
えが良くなる。
【００４４】
　また、配管カバー１５をキャビネット１の設置工事において、天板７が水平にするよう
に高さ調整するための、いわゆる工事用の取付けジグとしても活用できるので、従来、必
要であった木端５６（図７（ｃ）参照）を用意する必要もなく、しかもその木端５６自体
を切断して長さを調整することに手間取ることもなくなる。
【００４５】
　なお、天板７を構造壁３７の壁面に取付ける場合は、通常は、上記のとおり、撓みのな
い水平な状態とするために高さ調整を行うが、場合によっては、水平ではなく、若干の傾
斜を故意にかける場合もある。
【００４６】
　例えば、天板７の前側を後側より若干高くするように天板７を傾斜して取付けた構成と
すれば、化粧品、整髪料の容器等が天板７から前方へ滑り又は転がり落ちたり、水が流れ
落ちたりすることを積極的に防止することができる。
【００４７】
　このような場合は、天板７の前後方向への所望の傾斜角度を精度よく調整してから、天
板７を構造壁３７の壁面に取付ける必要がある、そのために、図４（ｂ）、（ｃ）に示す
ような、左側の角部２１と右側の角部２１’に載置して挿入するスペーサ４１の挿入枚数
を、適宜選択することで、高さの微調整を行えばよい。
【００４８】
　以上、本発明に係るキャビネットを実施するための形態を実施例に基づいて説明したが
、本発明はこのような実施例に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された技
術的事項の範囲内でいろいろな実施例があることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　本発明に係るキャビネットは上記のような構成であるから、洗面化粧台、キッチン等と
して使用される各種のキャビネットに適用可能である。
【符号の説明】
【００５０】
　１　キャビネット
　２　キッチン
　３　壁掛け戸棚
　５　配管類
　６　水槽
　７　天板
　８　側板
　９　収納部
　１０　空間部
　１１　収納部の側壁
　１２　収納部の底壁
　１３　引出し
　１５　配管カバー
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　１６　配管カバーの正面部
　１７　配管カバーの側面部
　１８　配管カバーの上端
　２０　収納部の下端
　２１、２１’　配管カバーの角部
　２２　角当て片
　２３　角当て片の平坦部
　２４　角当て片の取付け部
　２８　アジャスタ
　２９　調整ボルト
　３０　頭部
　３１　床
　３２　棚板
　３６　天板の後面
　３７　構造壁
　３８　固定金具
　４１　スペーサ
　４２　Ｌ型金具
（従来例）
　５０　キャビネット
　５１　天板
　５２　収納部
　５３　空間部
　５４　側板
　５５　固定金具
　５６　木端（支え棒）
　５７　床　
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